
1 ２０１０年 冬号 vol.６ part.01 プロローグ　神威岬 旅のはじまり 北海道

2 ２０１１年 早春号 vol.７ part.02 北海道旅編　宗谷岬～納沙布岬 北海道旅で日本一周の総仕上げ 北海道

3 春号 vol.８ part.03 北海道旅編　釧路湿原～函館 １０年間　三十数回で走行距離6万km周回 愛媛県

4 夏号 vol.９ part.04 能登半島＆各地の自然現象 太陽柱（サンピラー）を撮影することができた 石川県

5 秋号 vol.１０ part.05 本州最北端・下北半島を巡る 大間崎の朝日と夕日を狙う 青森県

6 ２０１２年 早春号 vol.１１ part.06 四万十川・カルスト台地を巡る 四万十川の源流を目指す 高知県

7 春号 vol.１２ part.07 秋吉台から角島を巡る 角島は撮影旅の原点である 山口県

8 夏号 vol.１３ part.08 九州一周の旅 九州２１００ｋｍを軽ワンボックスバンで走る 九州

9 秋号 vol.１４ part.09 伊豆半島を巡る 都会派のリゾート半島 静岡県

10 ２０１３年 早春号 vol.１５ part.10 鳥取砂丘～浦富海岸を巡る 私の撮影旅は３種類の手段がある 鳥取県

11 春号 vol.１６ part.11 四国・佐田岬半島を巡る 佐田岬半島に立つ灯台を撮影する 愛媛県

12 夏号 vol.１７ part.12 島根半島を巡る 島根半島は奇石が点在する予想外の面白さ 島根県

13 秋号 vol.１８ part.13 東北・三陸海岸を北上する①　仙台・宮城 旅人が見た震災後の東北地方　その１ 東北

14 ２０１４年 早春号 vol.１９ part.14 東北・三陸海岸を北上する②　宮城・岩手 旅人が見た震災後の東北地方　その２ 東北

15 春号 vol.２０ part.15 四国・室戸岬を巡る 大地の成り立ちと恵みを体感 高知県

16 夏号 vol.２１ part.16 男鹿半島・不老不死温泉を巡る 逃した夕日撮影にチャレンジ 秋田県

17 秋号 vol.２２ part.17 志摩半島を巡る①　　伊勢 紀伊半島には過去4回も訪れていたが・・・ 三重県

18 ２０１５年 早春号 vol.２３ part.18 志摩半島を巡る②　　串本 那智大社・串本を巡る 和歌山県

19 春号 vol.２４ part.19 小豆島を巡る 瀬戸内海の海と島と空は旅情を誘われる 香川県

20 夏号 vol.２５ part.20 各地の夫婦岩を巡る 訪れた夫婦岩を紹介 各地

21 秋号 vol.２６ part.21 東尋坊を巡る 東尋坊の夕日を撮影の為に訪れた 福井県

22 ２０１６年 早春号 vol.２７ part.22 丹後半島・若狭湾を巡る 丹後松島の朝日をゲット 京都府

23 春号 vol.２８ part.23 新車で新春の瀬戸内を走る 旅の相棒・ジムニーが壊れてスペーシアに乗り換える 愛媛県

24 初夏号 vol.２９ part.24 世界遺産の石見銀山を巡る 石見銀山・温泉津温泉を紹介 島根県

25 夏号 vol.３０ part.25 四国のお城を巡る①　　丸亀城 丸亀城・讃岐うどん・大歩危小歩危・祖谷渓 香川県

26 秋号 vol.３１ part.26 四国のお城を巡る②　　高知城 高知城・桂浜・四万十川 高知県

27 ２０１７年 冬号 vol.３２ part.27 四国のお城を巡る③　　宇和島城 宇和島城・足摺岬 高知県

28 早春号 vol.３３ part.28 四国のお城を巡る④　　松山城 松山城・夕焼けこやけライン石鎚山 愛媛県

29 春号 vol.３４ part.29 琵琶湖を巡る①　　 白髪神社・松尾崎・浮御堂・琵琶湖大橋・余韻湖 滋賀県

30 初夏号 vol.３５ part.30 琵琶湖を巡る② 湖北野鳥センター・彦根城・メタセコイア並木 滋賀県

31 夏号 vol.３６ part.31 津軽半島から下北半島を目指す旅① 越前岬・角田岬・入船みなとタワー・笹川流れ 石川県・新潟県

32 秋号 vol.３７ part.32 津軽半島から下北半島を目指す旅② 十六羅漢・道の駅「にしめ」・鳥海山 山形県・秋田県

33 ２０１８年 冬号 vol.３８ part.33 津軽半島から下北半島を目指す旅③ 寒風山・千畳敷海岸 秋田県

34 春号 vol.３９ part.34 津軽半島から下北半島を目指す旅④ 津軽半島－龍飛崎・下北半島－恐山・大間崎 青森県

35 夏号 vol.４０ part.35 津軽半島から下北半島を目指す旅⑤ 三陸河岸南下　塩屋崎・三陸海岸・仙台まで 東北

36 秋号 vol.４１ part.36 中国路をめぐる①　岡山県・高梁市～新見市編 ロマンチック街道・備中松山城・吹屋・井倉洞 岡山県

37 ２０１９年 早春号 vol.４２ part.37 中国路をめぐる②　鳥取県・米子市～境港市編 帝釈狭・足立美術館・江島・水木しげるロード 鳥取県

38 ２０１９年 秋号 vol.４３ part.38 中国路をめぐる③　島根県・出雲市編 宍道湖・出雲大社・日御碕灯台 島根県

39 冬号 vol.４４ part.39 中国路をめぐる④　島根県・大田市～江津市 石見海浜公園・石見畳ヶ浦・浜田海岸・小川家庭園 島根県

40 ２０２０年 春号　？ vol.４４ part.40 中国路をめぐる⑤ 執筆中！　３月発売予定
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★ 車中泊　カーネル　採用　★

★ 車中泊　カーネル　取材歴 ★  ユニット名：朝日と夕日を追いかけて日本を旅する　　岡村博文の世界

　　　　　　　　　　　　　※地球丸株式会社「車中泊　カーネル」より、カーネル株式会社「車中泊　カーネル」に社名が変更で発刊となる

１９９９年から、四輪駆動車専門雑誌「４×４MAGZINE”」で各地を取材していたが、「何か形」として残せないかと思っていた。
好きな旅をしながら雑誌に掲載することで「自分の生きていた証」として画像で残すと決めた。

２００１年、本格的に撮影することを考えた時、過去に撮った写真に「朝日と夕日」が多いかった事から、日本中を廻って
「朝日と夕日の絡んだ風景」を「見る・撮る・残す」と決めて「朝日と夕日を追いかける旅」と題して撮影旅を開始した。

２０１０年に、たまたま書店で「車中泊 カーネル」をみつけて購入した。
読んでいると自分の撮影旅が「カーネル」のコンセプトそのものだと思い、編集部に自分を使ってもらえないか電話した。
当然のこと断れながらも・・・
粘った末、４×４マガシンの掲載のこともあって、１回だけ原稿（北海道一周の旅）を提案して送った。
すると、カラー見開きの２ページで数回に別けて掲載すると連絡が入った。
そして、part３が終わって、連載が決定した。

それから、１０年間、１度も飛ばず・・・連載は続いている。
凄いことだ！

※２０１０年に、カーネルの掲載が決まった時にも、４×４マガジンの雑誌が終わることは知らされていなかった。
２０１１年１２月に、マガジンの最終号とカーネルVol.6のプロローグ編が書店に同時に発刊された。
ちなみに、２０１２年２月には、自転車雑誌「ファンライド」と旅行雑誌「旅行読売」の、私の記事４種類が同時に書店に並んだ。


